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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
節
分
も
過
ぎ
、

春
が
待
ち
遠
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ

も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
三
河
新
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
現
在
の
霊
場
を
復
活
さ
せ
た
無
量

寺
松
山
孝
昌
ご
住
職
ほ
か
、
関
係
者
の
ご
尽

力
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

★
旧
三
河
新
四
国

   

一
六
二
六
年
（
寛
永
二
年
）
、
浦
野
上
人

に
よ
っ
て
開
創
さ
れ
た
元
祖
三
河
新
四
国
霊

場
。

   

明
治
時
代
以
降
、
廃
仏
毀
釈
等
の
影
響
で

廃
れ
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
二
六
年
（
昭

和
二
年
）
、
本
四
国
霊
場
会
会
長
で
あ
り
、
お

大
師
様
の
生
誕
地
、
七
十
五
番
札
所
善
通
寺
誕

生
院
貫
主
、
佐
伯
宥
粲
猊
下
か
ら
弘
法
大
師

像
と
直
伝
証
が
三
河
新
四
国
霊
場
に
授
け
ら

れ
ま
し
た
。
復
活
し
た
霊
場
の
こ
と
を
旧
三

河
新
四
国
と
呼
ん
で
お
き
ま
す
。

   

仏
教
界
も
廃
仏
毀
釈
後
の
仏
教
復
興
に
努

め
て
い
た
時
期
に
当
た
り
、
本
四
国
と
し
て

も
全
国
に
「
写
し
」
霊
場
が
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

   

し
か
し
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
五
年
）
以

降
、
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争

と
十
五
年
も
続
く
戦
争
の
中
で
、
こ
の
地
域

も
戦
災
に
遭
い
、
東
南
海
地
震
（
一
九
四
四

年
）
、
三
河
地
震
（
一
九
四
五
年
）
に
も
見

舞
わ
れ
、
お
遍
路
を
す
る
余
裕
も
な
く
、
旧
三

河
新
四
国
は
再
び
賑
わ
い
が
失
わ
れ
て
い
っ

た
そ
う
で
す
。

   

そ
し
て
終
戦
。
知
多
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊

場
が
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
一
方
、
旧
三
河
新

四
国
の
巡
拝
客
は
絶
え
が
ち
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

★
現
在
の
三
河
新
四
国

   

一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
年
）
、
無
量

寺
の
松
山
孝
昌
住
職
の
夢
に
お
大
師
様
が
現

れ
、
寺
に
三
河
新
四
国
の
納
経
帳
が
あ
り
、
そ

れ
を
基
に
三
河
新
四
国
を
復
活
さ
せ
る
よ
う

に
告
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

   

驚
い
た
松
山
住
職
が
寺
の
経
蔵
を
探
し
た

と
こ
ろ
、
夢
告
ど
お
り
に
三
河
新
四
国
の
納

経
帳
を
発
見
。
さ
っ
そ
く
松
山
住
職
は
復
興

に
向
け
て
活
動
を
開
始
。

   

そ
の
際
、
松
山
住
職
と
一
緒
に
な
っ
て
中

心
的
に
活
動
し
た
の
が
持
法
院
（
岡
崎
市
）
の

山
川
快
憲
住
職
、
薬
證
寺
（
蒲
郡
市
）
の

松
山
祥
憲
住
職
。
さ
ら
に
は
、
よ
く
相
談

に
出
向
い
た
の
が
三
河
の
要
の
お
寺
で
あ
っ

た
遍
照
院
（
知
立
市
）
の
横
井
早
鍈
住
職

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

   

松
山
（
孝
）
住
職
、
山
川
住
職
、
松
山

（
祥
）
住
職
の
三
人
は
、
宗
派
の
異
な
る
お

寺
に
三
河
新
四
国
復
興
に
協
力
を
呼
び
か
け

た
そ
う
で
す
。

   

と
は
言
え
、
か
つ
て
の
霊
場
の
中
に
は
廃

寺
に
な
っ
た
先
も
あ
っ
た
ほ
か
、
三
河
一
円

の
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
し
た
。

   

ま
た
、
昭
和
二
年
に
復
活
し
た
戦
前
の
旧

三
河
新
四
国
霊
場
は
大
半
が
三
河
鉄
道
沿
線

の
お
寺
。
つ
ま
り
、
三
河
鉄
道
の
沿
線
振
興

策
と
も
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

   

と
こ
ろ
が
、
そ
の
三
河
鉄
道
も
昭
和
十
六

年
に
名
古
屋
鉄
道
に
吸
収
さ
れ
、
名
古
屋
鉄

道
が
三
河
一
円
に
延
伸
し
て
い
ま
し
た
。

   

そ
ん
な
環
境
変
化
も
踏
ま
え
、
か
つ
て
の

三
河
鉄
道
沿
線
中
心
で
あ
っ
た
お
寺
以
外
に

も
協
力
を
呼
び
か
け
、
ま
さ
し
く
三
河
一
円

の
お
寺
を
説
得
。
五
年
が
か
り
で
よ
う
や
く

各
寺
の
足
並
み
が
揃
っ
た
そ
う
で
す
。

   

そ
し
て
、
つ
い
に
一
九
六
五
年
（
昭
和
四

十
年
）
、
八
宗
派
の
お
寺
に
よ
る
現
在
の
三

河
新
四
国
霊
場
会
が
発
足
し
、
晴
れ
て
再
興

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

★
一
寺
院
二
札
所
と
七
地
域

   

一
六
二
六
年
（
寛
永
二
年
）
、
一
九
二
六

年
（
昭
和
二
年
）
に
続
い
て
一
九
六
五
年
（
昭

和
四
十
年
）
、
三
度
目
の
誕
生
を
遂
げ
た
三
河

新
四
国
。
ふ
た
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

   

第
一
に
、
ひ
と
つ
の
お
寺
に
ふ
た
つ
の
札

所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、

一
寺
院
二
札
所
。

   

お
遍
路
さ
ん
の
負
担
を
考
え
て
の
こ
と
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
四
十
九
ヶ
寺

を
巡
拝
す
る
と
八
十
八
ヶ
所
を
お
遍
路
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

   

第
二
に
、
地
域
ご
と
に
札
所
が
ま
と
ま
っ

て
お
り
、
大
き
く
は
七
地
域
で
す
。

   

三
河
三
弘
法
で
知
ら
れ
る
知
立
・
刈
谷
か

ら
始
ま
り
、
豊
田
、
岡
崎
、
豊
川
と
東
に
進
み
、

そ
こ
か
ら
西
に
向
か
っ
て
蒲
郡
、
西
尾
、
そ

し
て
最
後
は
碧
南
と
巡
り
ま
す
。

   

市
町
村
合
併
で
地
名
が
変
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
旧
猿
投
町
や
旧
幡
豆
町
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
市
名
で
言
う
と
、
こ
の

七
地
域
で
す
。

★
再
興
五
十
五
周
年

   

再
興
後
は
、
折
々
に
出
開
帳
等
の
周
年
行

事
が
行
わ
れ
た
り
、
高
野
山
管
長
や
本
四
国

霊
場
会
会
長
が
ご
出
仕
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

   

一
昨
年
（
平
成
三
十
年
）
か
ら
昨
年
（
平

成
三
十
一
年
、
令
和
元
年
）
に
か
け
て
は
、

「
札
所
再
興
五
十
五
周
年
記
念
宝
印
授
与

三
河
新
四
国
総
開
帳
」
が
行
わ
れ
、
通
常
の

ご
朱
印
の
ほ
か
に
、
記
念
の
宝
印
が
頂
戴
で

き
た
そ
う
で
す
。

   

知
多
四
国
霊
場
と
比
べ
る
と
、
三
河
新
四

国
霊
場
の
地
域
は
、
お
城
等
の
史
跡
も
多
く
、

自
然
も
変
化
に
富
ん
で
い
ま
す
。

   

海
を
眺
め
な
が
ら
の
知
多
四
国
、
丘
陵
地

を
巡
り
史
跡
を
訪
ね
な
が
ら
の
三
河
新
四
国
。

そ
れ
ぞ
れ
に
味
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

★
三
河
三
弘
法

　

さ
て
、
来
月
か
ら
い
よ
い
よ
三
河
新
四
国

の
紙
上
遍
路
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
ま
ず
は
開

創
霊
場
で
あ
り
三
河
三
弘
法
の
一
番
札
所
で

も
あ
る
知
立
の
遍
照
院
か
ら
で
す
。
乞
ご
期

待
。

   


